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1. はじめに 
擬一次元有機導体、HMTSF-TCNQ*は常圧で室温

あたりで金属、30 K で CDW 転移を起こす。30 K の
CDWは 1 PGaで消失する。この圧力での磁場誘起相を
著者らは金研で発見し、その後、金研、および

Tallahasseeで研究を進めてきた。 
 磁場誘起相は磁気抵抗が折れ曲がり構造を示すこと、
また磁場掃引の上下で履歴を示すことなどから、一次の

相転移が起きており、磁場誘起の CDW (FICDW)を発
見したと考えている。これと(TMTSF)2X 塩で見られた磁
場誘起の SDW (FISDW)と対比し、類似点、相違点を探
求している。 
これまでの研究は、圧力をほぼ 1 GPaに固定し、磁気

抵抗の角度依存性(AMRO)と角度を固定した磁気抵抗、
Hall効果の測定を中心に行ってきた。 
今回の第一の目的は、磁場誘起の CDW相が現れる

ような磁場より低い磁場 10 T以下での AMRO を行い、
磁場誘起 CDW が起こる前の一次元 Fermiology を行う
こと、第二の目的は、X線で結晶の方位付けを行った試
料で磁気抵抗を測定し、今までの測定の磁場の方向、

特に一次元軸に垂直な二つの軸の方向（y, z 軸）の最
終同定を試みること、第三の目的は Hall 効果の極性の
確認とした。 
しかし、第一の目的は直前の金研側の事情で遂行で

きず、目的を第二と第三に絞ることとなった。 
 
2. 実験 
今回の第二の目的で比較を目指した先行データは

Fig. 1である[1]。これは Rxxの AMRO とそれで求めた
様々な y,z(図中では ca)平面内の磁場角度で、磁気抵
抗を Tallahasseeで測定したものである。yまたは zをあら
かじめ X線で決定した試料を Fi.gs. 2-4のように測定す
れば、少なくとも磁気抵抗の増大の大小から Fig.1 の yz
の方向を明確にできるものと考えた。但し今回は

AMRO の解析を考え、電極配置は RXXではなく RZZで

行った。尚、結晶軸 a, b, cの命名法が過去の論文では
二通りあり、混乱を避けるため、x(1D 方向), y(第二の方
向、概ね、外形が第二に長い方向), z(概ね外形の面に
垂直な方向)とした。なお、これらの実験の圧力媒体は
すべて Daphne7373 を用いており、Fig. 1 の圧力は Sn
の超伝導転移点から求めた。 
 

3. 結果 
磁場を z方向（y方向）に印加した Rzzの磁気抵抗とそ
の温度変化を Fig. 2（Fig. 3）に示す。圧力は概ね 1 GPa
であり、Fig.2 と Fig.3の試料は同じ圧力セルに入ってお
り、両者の圧力は全く同一である。  
この結果から改めて明確になったことは、 

i) B//y, B//z ともに磁場誘起の相転移が起きているこ
と。 

ii) Fig.4 から分かるように磁気抵抗の形が一見ことなっ
ても、磁場誘起の第一転移磁場値は全く同じであ

る。 
iii) それらの第一転移磁場値は 4.2 T(B//z), 7.2 T(B//y)
である。 

iv) 磁場掃引での第一の転移磁場は 1.5 K – 4.2 Kの範 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 1 HMTSF-TCNQの 1.17 GPaにおける磁気
抵抗 Rxxの角度依存性（上）と yz面内の色んな角度
での磁気抵抗。測定は Tallahassee (参考図) 。 

 

 



 
 
囲ではほとんど温度変化をし

ない。 
v) Fig. 4で示すように、一見磁気抵抗の形が異なって 
気抵抗の振る舞いが異なって

も、磁場誘起の特徴磁場は再

現する。 
vi) この報告ではグラフでは示
さないが Hall 効果の極性は 1 
GPa付近では0から31 Tまで、
負である。 
既報で紹介しているように[1]、
Fig. 1 の磁場掃引から決定さ
れる転移磁場が B//zで整理す
ると一定値になることから、転

移は B//z 成分が支配している
と言える一方で、i)、 ii) およ
び iii)の結果はB//z成分以外、
即ち B┴z でも起きていることを
示している。この点で、この磁

場誘起相は(TMTSF)2X 塩の
FISDW で見られている転移磁
場の現れ方と大きく異なってい

る。その理由として推察される

ことは、次のことが考えられる。

即ち、二つの系列、即ち、電子

系と正孔系で 1 GPa程度の圧
力で Fermi面の nestingが解消
されポケットができたとき、ポ

ケットの生じ方が電子と正孔で

異なった形状や向きに磁場誘

起の CDW 電子相を発生して

いる可能性があるのではない

かと考えている。 
 
4. 結論 
 

Fig. 1 と Fig.2、Fig.3の比較
をすることにより軸方向の最終

決定を目指したが、Fig.1 との
特徴磁場が、はっきり対応しな

かった。この理由は二つ考えら

れる。ひとつは、両者の抵抗測

定がそれぞれ Rxx と Rzz の違
いがあったこと。二つ目には

Fig.2、Fig.3 は全く同じ圧力で
あるが、Fig.1 との圧力が微妙
に異なっていたことも理由とし

てあげられる。 
方位同定のもうひとつの方

法として、磁場の発散の仕方 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

 

 

 

Fig. 2 HMTSF-TCNQ のおよそ 1 
GPa における 4 つの温度における
Rzzの磁気抵抗。B//z、B//y。Fig. 1の
結果は Rxxであることに注意。 

Fig. 3 HMTSF-TCNQ のおよ
そ 1 GPaにおける 4つの温度に
おける Rzz の磁気抵抗。B//y。
Fig. 2 の試料 1112 と本試料
1115は同一圧力セル内にあり、
圧力は全く同じである。 
 



 
 
 
を比較しようということも考えた。即ち、Fig.1 で見られる
ように、yz 面内での磁場方向の内、B//z のほうが磁気抵
抗が発散的に増大すると考えられたが、15 T 程度では
大きな違いが生じなかったため、磁場の発散による比較

は困難であった。Fig. 1でもわかるように B//yと B//zの磁
気抵抗の大きな違いが生じるのは 15 T 以上であり、20
数 T を超える磁場を発生できれば簡単に解決できるも 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 4 HMTSF-TCNQのおよそ 1 GPaにおける 1.5 Kに
おける Rzz の磁気抵抗。この３つの試料は同じセルに
入っており、圧力が全く同じ。磁気抵抗の形が一見異

なっても、磁場誘起の CDW が生じる磁場値は磁場の

向きが同じであれば再現していることがわかる。 
 

 

 

 

のであることを考えると、金研の強磁場施設の早期の復

旧が切に望まれる。 
 Hall 効果については、Tallahassee での測定の極性の
再確認に成功した。それによると 0.2 T付近までRxyが直

線的に負の値で増大しているが、それ以上の磁場でい

くつかのステップを持ちながら、絶対値が減少している

ことから、電子、正孔系の絡み合った量子 Hall 効果が
表れているものと考えているが現在解析中である。 
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*HMTSF-TCNQは Hexamethylenetetraselenafulvalene- 
tetracyanoquinodimethaneの略称。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 


